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１ ． は じ め に
長 崎 県 北 松 浦 郡 鷹 島 町 （ 図 １ ） の 鷹 島 海 底 遺 跡 に つ い て は ， 昭 和 ５ ７ 年

に 鷹 島 南 岸 が 海 底 遺 跡 と し て 周 知 さ れ て 以 来 ， 当 該 地 区 に お け る 開 発 の
際 に は 事 前 調 査 が 義 務 づ け ら れ て い る ． 県 田 平 土 木 事 務 所 が こ の 神 崎 地
区 に 防 波 堤 工 事 を 計 画 し ， 工 事 内 容 を 検 討 し た と こ ろ ， 建 設 区 域 が 海 底
遺 跡 内 に 含 ま れ る こ と が 判 明 し た た め ， １ ９ ９ ４ 年 度 と １ ９ ９ ５ 年 度 に わ た って
事前調査が行われた（高野，１９９６）．
本 研 究 で は ， こ の 海 底 調 査 に よ っ て 発 見 さ れ た 元 寇 船 の 碇 に つ い て ，

碇 石 を 固 定 し て い た を 木 片 と 竹 片 を 用 い て 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 放 射
性 炭 素 （ １ ４ Ｃ ） 年 代 測 定 を 行 っ た の で 報 告 す る ．

２ ． 試 料
今 回 年 代 測 定 を 行 っ た 試 料 は ， １ ９ ９ ４ 年 度 の 調 査 で 発 見 さ れ た 最 大 の 碇

で あ る ３ 号 碇 か ら 採 取 さ れ た 木 片 ２ 点 と 竹 片 １ 点 で あ る ． ３ 号 碇 は 岩 石 と 木
材 ， 竹 索 （ 竹 縄 ） か ら 構 成 さ れ ， 木 材 と 竹 索 の 部 分 よ り １ ４ Ｃ 測 定 用 の 試 料
が 採 取 さ れ た ． 試 料 の 出 土 状 況 及 び 形 状 の 詳 細 に つ い て は ， 池 田 （ １ ９ ９ ６ ）
を 参 照 さ れ た い ．

３ ． 試 料 調 製 及 び 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る １ ４ Ｃ 年 代 測 定
試 料 は 試 薬 に よ る 処 理 が し や す い サ イ ズ に 分 割 し た 後 ビ ー カ ー に 取 り ，

付 着 し た 泥 が 落 ち る ま で 蒸 留 水 中 で 超 音 波 洗 浄 を 行 っ た ． 次 い で ， １ ． ２ Ｎ
塩 酸 を 加 え て ホ ッ ト プ レ ー ト 上 で 加 熱 し ， 炭 酸 塩 等 を 除 去 し た ． １ ． ２ Ｎ 塩
酸 を 捨 て た 後 ， １ ． ２ Ｎ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 加 え て ホ ッ ト プ レ ー ト 上 で 加 熱
し ， 二 次 的 に 付 加 し た 可 能 性 の あ る 物 質 を 除 去 し た ． こ の １ ． ２ Ｎ 水 酸 化 ナ
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ト リ ウ ム に よ る 処 理 は 溶 液 が ほ と ん ど 着 色 し な く な る ま で 繰 り 返 し 行 っ
た ． そ の 後 ， １ ． ２ Ｎ 塩 酸 を 加 え て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 中 和 と 処 理 中 に 付 加
し た 炭 酸 塩 の 除 去 を 行 い ， 蒸 留 水 で 洗 っ て 塩 酸 を 完 全 に 除 去 し ， 乾 燥 器
内 で 乾 燥 さ せ た ．
乾 燥 試 料 を 酸 化 銅 （ 助 燃 剤 ） と 共 に バ イ コ ー ル 管 に 真 空 封 入 し た 後 ，

９ ５ ０ ℃ で 約 ３ 時 間 加 熱 し て 試 料 に 含 ま れ る 炭 素 を 二 酸 化 炭 素 に 変 え た ． 生
成 し た 二 酸 化 炭 素 を 真 空 ラ イ ン を 用 い て 精 製 し た の ち ， 鉄 粉 触 媒 下 で 水
素還元してグラファイトとした（Ｋｉｔａｇａｗａｅｒａ／・，１９９３）．このグラファ
イ ト よ り 測 定 用 タ ー ゲ ッ ト を 作 成 し た ． 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ
ン タ ー に 設 置 さ れ て い る タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 用 い て ， 国 際
的に標準体として用いられている修酸（ＮＢＳ - Ｒ Ｍ - ４ ９ ） を標準体（Ｍａｎｎ
Ｗ．Ｂ．，１９８３；Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ・，１９８３）として１４Ｃ測定を行った．また，二
酸 化 炭 素 精 製 の 際 に 一 部 を 分 取 し て お き ， 炭 素 安 定 同 位 体 比 （ δ １ ３ Ｃ ）
を測定した．１４Ｃと１３Ｃの存在比及び∂１３Ｃより１４Ｃ年代値を算出した（中
村ほか，で１９９４）．

４ ． 結 果
測定結果をＴａｂｌｅ１に示した．１４Ｃ年代値はｙＢＰの単位で，１４Ｃの半減期

として５，５６８年を用いて年代値を計算し，西暦１９５０年から過去へ遡った
年 代 値 で 示 して あ る ． 年 代 値 の 誤 差 は ｏ ｎ ｅ ｓ ｉ ｇ ｍ ａ （ １ 標 準 偏 差 ） で， こ れ
は 同 じ 条 件 で 測 定 を １ ０ ０ 回 繰 り 返 し た と き 測 定 結 果 が 誤 差 範 囲 内 に 入 る 割
合 が ６ ８ 回 で あ る こ と を 意 味 す る （ 誤 差 を 表 示 の ２ 倍 に と る と ， 誤 差 範 囲 に
入 る 割 合 は ９ ５ 回 と な る ） ． ま た ， 得 ら れ た １ ４ Ｃ 年 代 値 を 樹 輪 較 正 曲 線 を 用
いて暦年代に換算した結果（ｃａＨｔ）ｒａｔｅｄａｇｅ）も示した．

５ ． 考 察
元 は 文 永 １ １ 年 と 弘 安 ４ 年 の ２ 回 ， 日 本 に 襲 来 し た が ， 鷹 島 に 関 わ る の は

弘安４年（１２８１年）の来襲である（荒木，１９９６：渡辺，１９９７）．今回得
られた年代値は１２８１年を含んでいる（ＴＫＳＨＭ-１及びＴＫＳＨＭ-３）か，
あ る い は そ れ よ り 少 し 古 い （ Ｔ Ｋ Ｓ Ｈ Ｍ - ２ ） ． 一 般 に 竹 索 （ 竹 縄 ） に は 伐 採
直 後 の 竹 を 使 用 す る の で ， Ｔ Ｋ Ｓ Ｈ Ｍ - ３ が 碇 を 作 成 し た 年 代 に 一 番 近 い 可 能
性 が 示 唆 さ れ る ． 一 方 ， Ｔ Ｋ Ｓ Ｈ Ｍ - ２ の 年 代 は １ ２ ８ １ 年 よ り も 古 い ． こ れ は
こ の 木 片 試 料 が 太 い 材 の 一 部 で あ る こ と か ら ， 樹 木 の 生 育 期 間 を 考 慮 に
入 れ れ ば デ ー タ に 矛 盾 は な い と 考 え ら れ る ．
な お ， 今 回 測 定 を 行 っ た 試 料 は 財 団 法 人 九 州 環 境 管 理 協 会 で も 測 定 が

行 わ れ て お り （ 財 団 法 人 九 州 環 境 管 理 協 会 ， １ ９ ９ ６ ） ， 本 研 究 で 得 ら れ た
デ ー タ と 矛 盾 の な い 年 代 値 で あ る ．
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